
猫慢性腸症には、食物アレルギーと食物不耐性を含む食物反応性腸症、抗
生物質反応性腸症、免疫抑制剤反応性腸症（ステロイド反応性腸症や炎症
性腸疾患）、消化管小細胞リンパ腫が含まれます。3,5–7

慢性腸症の猫の猫は、最終的な診断に関係なく、胃腸の臨床症状が複合的
に現れる場合があります。3,5,8,9 慢性腸症の猫で最も一般的な臨床症状は体
重減少で、次いで嘔吐、食欲の変化、下痢となります。3,4,9-11食物反応性腸症
（詳細は別項を参照）の猫では、下痢を主訴としてより頻繁に来院すること
があります。5,9,12

食事の改善は、慢性腸症の猫の管理における重要な第一歩となる可能性が
あります。栄養介入は、猫の栄養要件を満たすのに十分な栄養素を提供し、
胃腸からの栄養損失を補い、臨床症状の管理に役立つと思われています。

消化器系疾患

猫の慢性腸症

慢性腸症とは、腸管病原体、寄生虫、胃腸以外の疾
患（例：腎臓病、甲状腺機能亢進症）、持続的な異物
や毒素への曝露、または新生物が確認されない、臨
床症状が 3 週間以上続く胃腸疾患を指します。1–4

治療のための栄養

下痢は、犬 13,14 および人間15 で
は慢性腸症の主な臨床症状で
すが、猫ではあまり一般的では
ありません。猫の慢性腸症の主
な臨床症状は、体重減少、食欲
減退、嘔吐です。.3,4

ご存じでしたか？

（次のページに続く)



キーメッセージ

  慢性腸症の猫を管理するための一般的な栄養戦略には、食事の改善、ビタミン B12 の補充（適応がある場合）、およ
びプロバイオティクスの投与による腸内細菌叢の異常への対処と粘膜炎症の抑制が含まれます。3,7 

  慢性腸症の猫には、除脂肪体重の減少を最小限に抑え、三大栄養素（例、タンパク質、脂肪または炭水化物）の消化や
吸収障害を管理し、腸内細菌の異常に対処するために、消化率が高く、嗜好性の高い、高タンパク質の食事を与える必
要があります。 

  犬と違い、慢性腸症の猫の多くは、脂肪制限食を必要としません。16 

  市販の消化管治療食は、猫の慢性的な胃腸症状の管理に有効であることが証明されています。16–18 

  また、食物抗原が胃腸の炎症に関与していると考えられているため、加水分解タンパク質や新規タンパク質を使用
した食事が、ある種の慢性腸症の猫に推奨される場合があります。5 

  コバラミン（ビタミン B12）は猫の食事に豊富に含まれているにもかかわらず、慢性腸症の猫ではその欠乏がよく証明
されています。19–21 検査で欠乏が明らかになった場合は、非経口または経腸的にビタミン B12 を補充する必要があり
ます。3

  プロバイオティクスで、特に免疫系を調節したり、抗炎症作用があることが示されているものは、慢性腸症の猫にとっ
て、多面的な治療法の一部として有効な場合があります。7 

  慢性腸症の猫は、炎症性腸疾患（IBD）の人に見られるのと同様な腸内細菌叢の異常が見られますが、これについ
てはさらなる研究が必要です。22,23

  プロバイオティクスは、胃腸機能に対して良い効果を与えることができます。プロバイオティクス菌株によって宿主へ
の作用が異なるため、目的とする目標に応じて特定のプロバイオティクスを選択する必要があります。 

  慢性腸症の猫は、最初は少量の食事を頻繁に摂ること（例、1 日 3～6 食）が効果的である場合があります。少量の食
事を頻繁にとることで、栄養の吸収を良くし、有害な胃腸反応を最小限に抑えるのに役立ちます。

（次のページに続く）
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Purina Institute は、ペットがより長く、より健康的に生きるための、科学に基づく顧客に寄り添った情報を
提供することで、ペットの健康に関する議論の最前線に栄養を位置付けることを目指しています。
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